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中国電力と共同で、「BridgeLAB DR」にエコキュート機器制御 DR機能追加のお知らせ 

 

当社は、中国電力株式会社（本社：広島県広島市、代表取締役社長執行役員：中川賢剛、以下「中国電

力」）と共同で、既に当社がサービスを提供中のデマンドレスポンス（DR）支援サービス「BridgeLAB DR」

に、複数のエコキュートメーカーのクラウドサービスと連携したエコキュート機器の遠隔制御による機

器制御型 DR機能を追加する開発に着手いたしましたので、お知らせいたします。 

 

本開発により、遠隔からの機器の自動制御が可能となり、需要家（注１）による機器操作等の負担の軽

減や実施のし忘れ等の防止により、より手軽で確実な DR を実現いたします。また、行動変容型 DR では

応動（注２）率が低いとされる上げ DR（注３）につきましても、機器制御によって応動を高めることが

可能となります。 

詳細につきましては、別紙をご参照ください。 

 

なお、当該機能のサービス提供開始は 2026年４月を予定しております。本開発による当社の今期連結

業績への影響は、2025 年 11 月 13 日に公表いたしました 2025 年 12 月期連結業績予想に既に織り込み済

みであり、今期の業績に追加の影響はありません。一方で、中長期的には、当社グループ全体の収益拡大

及び企業価値向上に寄与するものと見込んでおります。 

今後、業績に重要な影響を及ぼす可能性が生じた場合には、速やかに開示いたします。 

 

（注１）需要家：電力会社などから電気を供給されて使用する側のこと 

（注２）応動：需要家が DRへ参加、対応すること 

（注３）上げ DR：電力が余剰となる時間帯に、消費電力量を増加させ電力を有効利用すること 
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（別紙） 

中国電力と共同で、「BridgeLAB DR」にエコキュート機器制御 DR機能を追加 

インフォメティス株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長：只野太郎、以下、「当社」）は、こ

のたび、中国電力株式会社（本社：広島県広島市、代表取締役社長執行役員：中川賢剛、以下、「中国電

力」）と共同で、既に当社がサービスを提供中のデマンドレスポンス（DR）支援サービス「BridgeLAB DR」

に、複数のエコキュートメーカーのクラウドサービスと連携したエコキュート機器の遠隔制御による機

器制御型 DR機能を追加する開発に着手いたしました。本機能は、2026年４月の提供開始にむけ準備を進

めております。 

現在提供しております「BridgeLAB DR」サービスは、電力を使用する需要家が節電等の行動を実施する

（以下、「行動変容型 DR」）ことを前提に、需要家への DRへの参加依頼、参加状況の集約、DRによる電

力需要の変動量を計算する等の DRの運用支援サービス機能を提供しております。 

今回の機器制御型 DR 機能の追加により、遠隔からの機器の自動制御が可能となり、需要家による機器

操作等の負担の軽減や実施のし忘れ等の防止により、より手軽で確実な DRを実現いたします。また、行

動変容型 DRでは応動（注１）率が低いとされる上げ DR（注２）につきましても、機器制御によって応動

を高めることが可能となります。 

電力需給バランスの柔軟性を高めるリソースとしては蓄電池も期待されておりますが、特に上げ DRに

関しては現時点の普及率からエコキュートの制御による効果の方が格段に高いと見込んでおり、当社は

2024年より中国電力と共同で実証実験を進めてまいりました。その結果を踏まえ、「BridgeLAB DR」に

おける機器制御機能といたしましては、まずエコキュート制御への対応により市場網羅性を高めること

を優先し、機能拡充を図ってまいります。 

 

注１）応動：需要家の DRへの参加、対応 

注２）上げ DR：電力が余剰となる時間帯に、消費電力量を増加させ電力を有効利用する 

 

「BridgeLAB DR」に機能追加することによる主なメリット 

● 簡単導入: DRサービスの導入にあたり、小売電気事業者との APIシステム連携を必須とせず、需要

家および対象機器の情報を連携するだけで、簡単にサービスをご利用いただけます。 

● 運用の手間も軽減: DRサービスの提供において、機器の制御指令や結果の取得など、直感的な操作

が可能な UI設計により、小売電気事業者の運用負荷を軽減します。 

 

今後の展望 

このたびの機能追加は、再生可能エネルギー普及の課題である需給バランス管理の柔軟性を向上させ、

電力需給の安定化に貢献するものと確信しております。当社は、本機能を搭載した「BridgeLAB DR」を、

より多くの事業者にご採用頂くべく活動いたします。今後は、対応可能なエコキュートのメーカーを更に

拡大し、より多くのお客さまにサービスを提供できるようにしてまいります。 

また、将来的には、エコキュート以外の機器（蓄電池、EV（電気自動車）、空調機器など）の制御へと、

「BridgeLAB DR」の対応機器を広げていく予定です。 

 

  



 

■インフォメティスについて 

インフォメティスは「エネルギーデータの力で、暮らしの未来を変えていく。」をミッションに、［エネ

ルギー × AI］をコア技術に、エネルギー最適化ソリューションを提供することで、日本、そして世界に

カーボンニュートラルを社会実装することを目指す企業です。 

  

■会社概要 

社 名 ： インフォメティス株式会社 

所在地 ： 〒105-0012 東京都港区芝大門 1‐12‐16 

代表者 ： 代表取締役社長 只野 太郎 

上 場 ： 東証グロース市場（証券コード 281A） 

設 立 ： 2013 年４月８日 

資本金 ： 315,280千円 

U R L ： https://www.informetis.com/ 

 

 

■中国電力について  

中国電力は、広島県に本社を置く、中国地方全域を主な事業エリアとする電力会社です。水力・火力・

原子力発電を基盤に電気を供給するほか、再生可能エネルギーの取り組みも行っています。 

 

■会社概要  

社 名 ： 中国電力株式会社 The Chugoku Electric Power Company, Incorporated 

所在地 ： 〒730-8701 広島県広島市中区小町 4‐33 

代表者 ： 代表取締役社長執行役員 中川 賢剛  

設 立 ： 1951 年５月１日  

資本金 ： 197,024百万円   

U R L ： https://www.energia.co.jp/ 
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